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俳
句
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歌
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０
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２
０
４
（
直
通
）

　　　　　ベトナムでよく見る光景に、写真のようにお釣りと一緒に渡されるガムや飴がある。ベトナムに来
た最初のころは、店員の“優しさ”、あるいは私への“好意”か何かかと思い、少し得した気分で喜んでいた。
が、よくよく見るとお釣りが少し足りない。1000ドン（約４円）足りない
のである。ある日、店員に確認したら、「1000ドン札がきれてるのよ。代
わりにガムね」と笑顔でかわされた。お釣りの代わりのガム。そう、ベト
ナムでの買い物には、よくこの種のガムや飴が登場する。日本では考えら
れないことも、この国では「そっか」で許される。たくさんの飴やガムの
中から選ばせてくれるお店もある。男性なら、タバコを１本渡される場合
もある。皆さんも、ベトナムでの買い物でこのような“お釣り”を渡され
たら、「足りない！！」と腹を立てずに、この変わったお釣りを楽しんで
みてください。 　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子） ▲ベトナムの紙幣とガム

【３ページの答え：禎瑞下組集会所付近にあるお地蔵さんから見た石鎚山の姿です】
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